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も
れ
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家
掛
唱
も
笈
掛
悦
ぬ
此
し
、
制
草
食
品
蹴
縁
切
閣

の
録
鋭
利
終
絵
の
慈
幾
と
な
る
段

落
柏
崎
に
す
る
世
智
衆
)
設
問
階
級
閥

十
ご
年
度
開
間
十
一
一
一
年
度
の
一
一

か
年
世
帯
一
議
と
し
て
、
援
車
・
一
般

教
法
と
し
て
利
用
出
来
る
江
蔵

抽
拍
子
先
一
八
へ

F
タ
ー
ル
〈
事

業
費
芝
、
。
一
一
一
一
一
、
0
0
0門

の
う
ち
田
?
県
の
補
助
金
七
五

銭
)
の
田
固
有
地
情
内
山
川
敷
に
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

γ
ム
市
中
も
同
制
、
織
的
別
に
川
端
み
、

制
仰
に
は
減
税
常
々

k
し
た
牧
雄
ゆ

が
然
減
し
て
お
り
ま
す
が
、
ば
一

月
下
旬
ま
で
に
は
終
る
務
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

と
の
事
懇
の
完
γ
a
に
よ
り
飼

料
の
確
保
と
供
品
仰
が
後
家
事

れ
、
阻
鵬
営
は
よ
り
一
溺
合
理
化

さ
れ
邸
農
は
大
い
に
一
術
開
門
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
c



昨
年
の
火
災
発
生
関
十
一

〉
内
，
iωr

宅、↑
拙
用
笠
本
却
帥
で
凶
弘
、
静
昨
年
の
狩

一
向
の
・
火
炎
、
念
品
部
状
況
を
次
の

…
よ
う
に
ま
ξ
め
ま
し
に
。

一
火
災
品
行
数
は
m
m
十
二
件
で
幾

子
失
一
必
拙
棋
は
建
物
六
問
問
一
一
了
五
一

知
平
方
索
、
教
努
七
八
六
、

O
七

倍
五
:
ハ
平
方
米
、
そ
れ
り
飽
七
、

知
人
八
八
字
方
米
、
担
問
委
見
積
相
樹

立
は
建
物
〔
市
内
容
物
含
h
U
〉
一

件

三

七

O
九
千
円
、
裁
野
二
一

擁
開
問
4
1
汚
、
家
災
二
三
宮
千
円
で

寸
火
災
件
数
は
一
昨
昨
年
(
出
口
十
一
…

一
年
〉
主
持
比
較
し
て
一
一
終
結
棋
nv

て

一
お
れ
ツ
ま
す
が
、
組
制
緩
紋
で
は
さ

倍
近
く
に
揃
弔
え
て
お
ち
ま
す
Q

F

こ
れ
は
、
淡
防
関
脇
骨
溌
起
し
て
M
M

一
家
殺
甘
聞
で
す
。

一
こ
れ
ら
の
前
期
間
闘
を
み
る
主
仲
間

ζ

家
幾
何
却
や
め
後
一
拙
細
川
か
吋
幾
多
く

件

境
失
損
害
額
は
消
防
署
発
足
以
来
最
高

び議事等書rt 

協和43~手

人
件
、
つ
い
で
タ
バ
コ
の
投
げ

捨
て
七
件
、
焚
火
の
不
始
末
凶

件
、
子
咲
の
火
遊
び
、
風
呂
釜

の
不
蛤
末
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
eま

た
、
火
災
原
留
は
い
ず
れ

も
、
ち
ょ
っ
主
し
た
不
注
怠
が

原
田
闘
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
一

人
一
人
が
火
災
に
対
す
る
認
識

と
、
由
討
分
の
主
ζ

ろ
で
は
火
災

を
起
宰
な
い

k
い
う
気
持
を
持

っ
て
い
れ
ば
、
い
ず
れ
も
未
然

に
妨
げ
た
も
の
ば
か
り
'
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
笠
焦
が
借
料
品
開
し

強
殺
の
お
が
絞
脅
ま
・
す
の
で
、

火
昭
一
潟
に
は
十
分
担
凡
な
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

鮎
制
高
品
出
刷
協
樹
齢
げ
軸
棋
は
、
叩
乱
ハ
)
附
閃

制
円
で
一
毘
平
均
約
…
二
制
品
汁
と

一一 (芳三種郵便物認可)
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言?

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で

実
際
に
傷
病
者
を
医
療
機
腐
な

ど
に
搬
送
し
た
件
数
は
開
問
一
一
。

併
、
五
二
六
人
主
な
っ
て
お

9

ま
す
。

い
双
念
頭
郊
に
み
る
主
畠
謡
曲
問
に

よ
る
山
田
診
が
二
脅
多
く
一
一

O
五

件
付
で
金
持
悼
の
開
問
。
パ

i
セ
γ
ト

つ
い
で
交
通
事
故
に
よ
る
}
九

六
件
で
一
一
…
九
パ
ー
セ

V
F
主
な

協和43ヰ
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43 

円

U
守
内
線

伺
川
沿
車
両

m
M
U
林

野

麗
種
実
物

っ
て
お
れ
ツ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

救
殺
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
主

救
急
車
が
出
動
中
に
つ
ぎ
の
要

議
が
起
る
と
い
う
場
合
が
多
く

な
哲
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な

場
合
だ
け
救
急
車
町
要
請
を
さ

れ
る
よ
う
お
穎
い
し
ま
す
。

@
災
害
に
よ
哲
生
じ
た
事
故

@
蔵
外
に
お
い
て
生
じ
た
事

依

@
公
衆
的
出
出
入
告
す
る
場
所

に
お
い
て
起
き
た
事
故
に
よ

る
傷
弱
者
で
鐙
療
機
際
‘
そ

の
他
の
場
所
へ
緊
急
に
銭
滋

す
る
必
要
の
あ
る
も
の
、
ま

た
は
、
畿
内
に
お
い
て
生
じ

た
事
政
マ
傷
病
穏
な
出
前
後
機

関
そ
の
般
に
黙
殺
に
機
滋
ナ

る
允
め
の
溺
幾
な
手
段
が
な

い
場
合
な
Y
い
で
す
。

3設急減1m党総状況火災喪主吾 5主手続吋ヒ紋ゴ
ミ
の
容
器
は
ポ
ヲ
バ
ケ
ツ
を

ざ
に
の
恥
稿
料
収
掛
燃
は
総
務
一
一
一

十
八
停
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
後
川
乱
務
府
地
寄
れ
て
い
る

総
務
に
入
れ
ず
に
、
総
脱
税
や
、

〆
y
ボ
ー
ル
抑
制
に
入
れ
れ
内
も
の

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
綴
撲
傷
吹
上
近
隣

地
ぬ
情
的
に
も
な
ち
ま
す
し
、
緩
和
部

品
細
分
柄
、
脅
る
か
ど
う
か
府
内
務
も

総
べ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
耐
帆
輪
部

総
務
も
部
地
下
し
ま
す
。
ゴ
ミ
は

N

紛
ら
ず
d
m
u
'
バ
ケ
ツ
を
ど
後
期
m

く
だ
惑
い
。

鵠i

援

あ
す
の
し
あ
わ
せ
を
守
る

様

換

品
駅
近
出
口
倒
関
脇
均
舟
山
棋
倒
神
砧
、
蹴
駆
持
慌

の
骨
肉
蜘
既
成
続
開
の
も
主
、
か
な
争

向
上
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
、

交
滋
務
総
な
ど
災
後
の
多
発
、

察
隊
ゆ
心
慾
蛸
協
の
織
は
哨
灘
、
る
る

い
は
老
後
A

守
的
不
安
に
併
用
す
る

泌
総
得
mw
彩
鯵
も
あ
ち
、
緩
附
路

線
淡
の
A
O
W

緑
化
‘
則
前
端
開
化
合
す

す
め
、
縁
関
陣
の
あ
る
く
ら
し
づ

〈
争
を
求
め
る
紺
閉
山
内
は
、
ま
す

ま
す
強
ま
り
つ
つ
あ
哲
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
務
勢
か
ら
‘
織

的
制
保
険
安
関
酷
内
各
績
に
さ
ら
に

ひ
ろ
く
す
す
め
る
た
め
、
次
の

と
お

p
運
動
を
築
総
い
た
し
ま

@
償
却
資
産
の
申
告
は

一
円
丹
末
お
ま
で

我
孫
子
町
に
お
い
て
事
業
安

営
ん
で
い
る
法
人
あ
る
い
は
億

人
の
方
で
事
業
用
の
償
却
資
産

を
有
し
て
い
る
方
は
、
間
昭
和
額

十
四
年
度
の
回
定
資
産
税
申
算

出
闘
に
必
婆
が
あ
り
ま
す
の
で
、

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
来
る

一
月
末
日
ま
で
に
課
税
関
体
ま
で

申
告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。
期
日
ま
で
に
申
告
吉
れ
ま
せ

ん
と
税
務
事
務
に
支
肺
押
す
き
た

し
ま
す
の
で
、
申
告
に
御
協
力

く
だ
苦
い
。

マ
給
与
支
払
報
告
惜
績
の

鍵
山
剛
一
月
中
本
闘
で
す

山
町
和
十
め
十
一
月
品
A
v
h
町
内
の

会
議
議
所
あ
て
に
翻
胸
骨
叩
し
た
給

与
支
払
総
務
綴
の
綴
綴
に
つ
い

て
は
、
開
明
十
紙
撤
鵬
め
ら
れ
て
い
る の

畿す。③
名
称

俊
一
綴
後
続
務
総
部
一
一
線
眺
脈

経
総
入
滋
動

品W
備
期
制
問
問
明
蜘
抑
制
悶
十
飽
和
叶
…
院
月

十日

H
i間
階
級
約
十
欄
間

年
三
月
十
五
n
H

こ
れ
は
柑
臨
終
生
鎮
の
淡
縫
と

輔
摺
悦
慌
の
滋
幾
何
μ
寄
与
い
た
し
ま

す
が
、
本
町
に
・
お
い
て
は
、
出
H

品
開
後
臨
鋭
院
賞
金
、
僻
吋
脚
揖
仲
也
市
屯
時
離
綾

資
金
等
の
一
務
に
験
問
時
買
さ
れ
、

蜘
町
議
ち
の
た
訟
に
、
再
開
録
さ
れ

て
お
号
、
酌
吋
の
油
開
き
ま
カ
酌
W
M
御

協
・
刀
を
お
緩
い
い
た
し
ま
す
。

@
緩
疲
・
ジ
フ
テ
リ
ア

接

描

蝿

括
悌
鐙
お
よ
び
ジ
フ
テ
リ
ア
祭

穫
を
次
の
も
と
お
事
行
な
い
ま
す

の
で
絞
お
務
は
受
け
て
く
だ
さ

マ
談
綴
邸
側
小
学
校
入
学
及
び

がや暢締出品蹴膿

判

V
時
吋
糊
問
午
後
一
一
体
吋
か
か
り
…
一
一

時一一…

0
分
ま
匂

主制
捌
閥
胤
府
内
に
災
以
断
帆
い
ま
ナ
。

な
お
、
法
人
ま
た
は
後
刻
人

め
い
る
組
問
人
の
療
情
地
所
で
い
ま

だ
総
与
支
払
繋
問
機
雲
附
関
係

附
m
紙
一
敬
愛
鮒
期
さ
れ
て
な
い
事
時
消

滅
同
体
調
都
税
務
片
山
浴
後
係
ま
で

綴
遂
帥
結
く
だ
ざ
い
。

594 

け

v
出
問
問
徴
収

附
税
の
山
附
後
徴
収
合
次
の
口
日

制
慌
で
ね
甘
た
い
ま
す
。
尋
問
月
は
附

然
災
税
、
附
闘
胤
内
線
陥
蹴
保
険
制
棋
の

附
悶
刑
期
分
明
、
ず
。

一
斜
刀
法
十
日
間
仇
v
d
明
げ
合

A

丹
一
…
…
十
一
日
興
開
附
脊

な
お
、
受
付
時
閣
は
い
ず
れ

も
九
時
一
一
一
十
分
か
ら
四
時
ま
で

で
す
。

①
論
調
縛
潔
携
衛
生

作
業
員
募
集

鈴
で
は
、
策
論
環
境
締
役
作

機
帯
魚
安
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

マ
募
集
入
国
民

逮
転
手
一
Z
名

作
業
員
三
名

V
応
募
資
格
十
六
才
以
上
盟

十
才
以
下
の
削
骨
子

V
給
与
一
鉛
談
の
上
決
定

希
望
者
は
緩
箆
害
持
参
の
上

済
指
商
事
務
所
九
お
い
で
く
だ
さ

、。も

2毒時墨縄35銭婿城主銀総事す

くE詳し、i議事装少ない;災害普〉

委

設

一

9

0

…
フ
一

1

1
は

2

一

2
務

2

一

山

M
m
〉
一

災

帆

解

明

必

一

火

…

〈

一

山
仙
の
の
…

ゑ

紋

へ

一

数

泌

毅

一

災

校

輪

出

…

火
殺
叩
端
的
一

尚
回
数
撒
帯
数
撒
泌
総
合
会

秋
谷
家
か
ら
吟
へ
答
品
約

郎
総
'
十
ゴ
万
九
時
材
、
収
制
約
期
附

占
販
の
た
ぬ
死
去
し
た
救
世
甘
慾
糊
磁

の
総
務
か
ら
、
三
十
万
関
川
の
務

付
と
綾
祭
主
織
が
あ
ち
ま
し

た
ロ
蜘
刊
で
は
品
品
村
邦
子
蜘
吋
や
炎
公

時
制
緩
悶
悶
議
家
間
け
に
秋
谷
官
人
出
埠
を

ん
げ
与
、
脚
判
決
の
み
な
さ
ん
に
制
将

殿
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
緩
や

で
あ
り
'
ま
す
。

な
お
、
数
時
間
予
断
吋
ぬ
回
数
班
十
掛
然

鴎
湘
抽
出
問
問
帥
概
念
か
ら
相
親
会
長
移
送

間
部
一
政
一
泌
さ
ん
な
滋
じ
て
五
万
m
刊

の
咋
n
付
が
為
与
ま
し
た
が
後
途

に
つ
い
て
は
品
開
叫
問
中
で
る
争
ま

す。




